


はじめに

登り勾配にさしかかると、重い荷を引いたＳＬは荒々しく煙を吐き、
レールを噛み、全身をふるいたたせて力闘する。助けてくれる者は誰も
いない。すべてが自分ひとりの孤独な闘いの連続。それはあまりにも哀
れなＳＬの運命なのかも知れない。だが、いつも自分の力で行動し得る
と言う事は、時にはまぶしい位に新鮮であり、うらやましい。
峠を登り切って坂を転がっていく姿は、ひたすら家路を急ぐ駄々ッ子

みたい。これほど喜怒哀楽を素直な態度でみせるヤツに、好感と興味を
覚えずにはいられない私。
今ではもう日本の地から引退してしまい、走る姿を見る事ができなく

なってしまった。そして写真では動く姿を見ることはできないかも知れ
ない。
だが私の生命あるかぎり、甦り、走りつづけるであろう蒸気機関車。ＳL
そのＳＬの四季折々の姿に目を通してくれる事は、この上ない喜びと

感じる次第であります。
著　者



○月×日。何回となく見て来た北海道の冬。うす暗い空
に星がまだあった。宗谷本線名寄駅から分かれて、深名
線の北母子里駅下車。
降りたのは私だけだった。鼻毛が凍りついてむずむずす
る。温度計が－ 15℃を指していた。駅舎の外に出ると、
空気が凍って、登り始めた太陽の光に照しだされて、キ
ラキラ飛んでいるのが見える。
快晴。実に空気がうまい。青空の中に思い出せないが、
何かの形に似た雲がポッカリと浮んでいた。
目的地目指して歩き始める。右に左に山間をぬうように
して引かれている線路にそって歩く。しかし思うように

進まなかった。雪が足にからみ、行手をはばむ。雪道の
５キロはとてもつらい。
途中でコーラの栓を抜く。のどにしみ渡り、夏に飲むの
とは一味違う。
トンネルを越えると目的の場所はあった。少し高い所へ
登り線路を見下せば、眼下に広がる雪景色が一段と美し
い。シャッターを押すばかりにセットして、じっと待っ
ことしばし。
ふと横を見ると、動物の足跡らしいものが、生々しく点々
と見えるではないか。私の手の平の4倍くらいはあるだ
ろうか。どう考えても、熊の足跡としか思えなかった。

冬



大カーブ
山水画
山あいにかかる橋
冬枯れ
山の彼方
冬の快走
牧場
ＳＬと鉄橋
流氷
凍てつく朝
冬の斜里岳
流氷の海
冬の峠道
大湿原
晴れ姿
南郷谷
日南の海
のどかな風景
山なみをついて
利尻富士
冬景色
岬
冬の湿原を行くＣ５８
冬の日射しを浴びて
幸せ行きのＳＬが行く



Ｃ５８の走る冬の道
一番列車
羊蹄山のふもとＳＬが行く
行きの峠道
Ｃ１１の正月
ワラブキ屋根
冬の海岸線
大雪原
硫黄山
客車列車
塩狩峠
雪の降る鉄路
驀進
湿地帯
会津冬景色
常紋峠
ふりしきる雪
朝に輝く
山間部
新線を走るＤ５１
渓谷を行く
峠の朝
峠越え
新屋の機関区



大
カ
ー
ブ

北
海
道　
石
北
本
線　
美
幌
～
緋
牛
内

一
条
純
白
の
煙
を
吐
い
て
Ｃ
５
８
は
力
走
す
る
。
満
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
か
け
抜
け
て
い
っ
た
。



山
水
画

北
海
道　
根
室
本
線　
別
保
～
上
尾
幌

ま
る
で
絵
巻
物
の
様
な
風
景
に
北
国
の
き
び
し
さ
を
見
た
。



山
あ
い
に
か
か
る
橋　

九
州　
高
森
線　
立
野
～
長
陽

南
郷
谷
に
さ
し
込
む
朝
陽
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
Ｃ
12
が
く
っ
き
り
浮
か
ぶ
。



冬
枯
れ

北
海
道　
根
室
本
線　
落
石
～
別
等
賀

原
始
の
世
界
へ
行
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
た
。

ど
ん
よ
り
と
し
た
冬
空
の
下
Ｃ
58
は
駆
け
抜
け
て
ゆ
く
。



山
の
彼
方

北
海
道　
興
浜
北
線　
斜
内
～
目
梨
泊

は
る
か
彼
方
に
一
条
の
白
い
煙
が
上
が
っ
た
。
や
っ
と
来
た
。

待
ち
に
待
っ
た
や
つ
が
や
っ
と
来
た
。



冬
の
快
走

北
海
道　
釧
網
本
線　
斜
里
～
中
斜
里

冬
景
色
の
中
を
Ｃ
58
が
ス
イ
ス
イ
と
生
き
物
の
よ
う
に
走
り
去
っ
て
ゆ
く
。



牧　
場

北
海
道　
日
高
本
線　
日
高
三
石
～
蓬
栄

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
が
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
日
高
地
方
の
冬
。
Ｃ
11
が
貨
車
を
従
え
駆
け
抜
け
て
行
っ
た
。



Ｓ
Ｌ
と
鉄
橋

北
海
道　
根
室
本
線　
釧
路
～
東
釧
路

こ
の
日
、
釧
路
川
に
は
流
氷
が
流
れ
て
来
た
。
私
も
Ｃ
58
と
一
緒
に
な
っ
て
見
た
。



流　
氷 

北
海
道　
釧
網
本
線　
北
浜
か
ら
浜
小
清
水

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
ア
メ
ー
バ
の
よ
う
に
流
氷
が
広
が
っ
て
い
た
。

流
氷
に
の
っ
て
の
撮
影
。
命
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
と
感
じ
た
。



凍
て
つ
く
朝

北
海
道　
根
室
本
線　
別
保
～
上
尾
幌

凍
て
つ
く
冬
が
鉄
路
を
お
そ
っ
た
。
そ
れ
に
も
め
げ
ず
放
物
線
の
よ
う
な
白
い
煙
を
吐
い
て
走
っ
て
行
っ
た
。



冬
の
斜
里
岳

北
海
道　
釧
網
本
線　
斜
里
～
中
斜
里

斜
里
岳
の
ふ
も
と
Ｃ
58
が
走
っ
て
来
た
。
雪
に
埋
も
れ
た
冬
の
道
。



流
氷
の
海

北
海
道　
根
室
本
線　
落
石
～
別
当
賀

冬
を
飾
る
流
氷
鉄
路
を
ゆ
く
Ｓ
Ｌ
。
こ
こ
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
雪
と
流
氷
と
Ｓ
Ｌ
か
。



冬
の
峠
道

北
海
道　
石
北
本
線　
金
華
～
常
紋
（
信
）

山
あ
い
に
汽
笛
が
轟
き
、
大
地
を
ゆ
る
が
す
長
い
貨
物
を
引
く
Ｄ
51
に
と
っ
て
冬
の
鉄
路
は
き
び
し
い
。。



大
湿
原

北
海
道　
釧
網
本
線　
茅
沼
～
塘
路

釧
路
湿
原
に
広
が
る
雄
大
な
景
色
。
人
間
よ
り
大
き
い
Ｓ
Ｌ
も
こ
こ
で
は
小
さ
く
見
え
る
。



晴
れ
姿

北
海
道　
根
室
本
線　
落
石
～
別
当
賀

枯
れ
草
に
雪
が
ふ
ん
わ
り
と
乗
っ
て
い
た
。
そ
こ
を
歩
く
と
足
あ
と
が
つ
い
た
。

だ
か
ら
回
り
道
を
し
た
。



南
郷
谷

九
州　
高
森
線　
立
野
～
長
陽

阿
蘇
山
の
ふ
も
と
立
野
目
指
し
て
Ｃ
12
が
走
っ
て
ゆ
く
、
転
が
る
よ
う
に
走
っ
て
ゆ
く
。



日
南
の
海

九
州　
日
南
線　
南
郷
～
大
堂
津

い
く
つ
も
の
小
島
が
点
在
す
る
日
南
海
岸
Ｃ
11
に
と
っ
て
も
こ
の
日
南
地
方
の
冬
は
日
中
暖
か
か
っ
た
。



の
ど
か
な
風
景

九
州　
日
豊
本
線　
田
野
～
日
向
沓
掛

峠
を
越
え
て
来
た
Ｃ
57
が
宮
崎
目
指
し
て
力
走
す
る
。



山
並
み
を
つ
い
て

北
海
道　
瀬
棚
線　
茶
屋
川
～
美
利
河

私
は
登
っ
た
。
ひ
た
す
ら
登
っ
た
。
こ
の
一
本
の
列
車
を
撮
る
た
め
に
ひ
た
す
ら
登
っ
た
。
そ
し
て
Ｃ
11
は
来
た
。



利
尻
富
士

北
海
道　
宗
谷
本
線　
南
稚
内
～
抜
海

は
る
か
彼
方
に
う
っ
す
ら
と
利
尻
富
士
が
見
え
た
。
海
の
近
く
９
６
０
０
が
走
っ
て
ゆ
く
。



雪
景
色

北
海
道　
夕
張
線　
川
端
～
滝
ノ
上

氷
の
は
っ
た
川
の
中
央
か
ら
撮
影　

夏
に
又
そ
の
場
所
を
見
た
時
、
そ
こ
は
舟
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
だ
っ
た
。



岬北海
道　
興
浜
北
線　
斜
内
～
目
梨
泊

Ｓ
Ｌ
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
は
北
見
神
威
岬
と
呼
ば
れ
て
い
た
。



冬
の
湿
原
を
行
く
Ｃ
58

北
海
道　
釧
網
本
線　
茅
沼
～
塘
路

釧
路
湿
原
を
行
く
混
合
列
車
は
、
素
晴
ら
し
い
山
々
が
拍
手
を
送
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。



そ
の
日
射
し
を
浴
び
て

北
海
道　
根
室
本
線　
厚
岸
～
糸
魚
沢

朝
日
を
浴
び
て
Ｃ
58
は
快
走
す
る
。
冷
た
い
空
気
に
あ
た
り
な
が
ら
快
走
す
る
。



幸
せ
行
き
の
Ｓ
Ｌ
が
行
く

北
海
道　
広
尾
線　
幸
福
駅
に
て

「
愛
の
国
か
ら
幸
福
へ
」
落
ち
葉
松
バ
ッ
ク
に
幸
せ
行
き
の
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
ゆ
く
。



Ｃ
58
の
走
る
冬
の
道

東
北　
陸
羽
東
線　
羽
前
赤
羽
～
堺
田

Ｃ
58
が
２
台
で
力
を
合
わ
せ
て
貨
物
列
車
を
引
い
て
ゆ
く
。



一
番
列
車

九
州　
日
豊
本
線　
青
井
岳
駅
に
て

ひ
っ
そ
り
と
し
た
山
間
の
駅
に
の
ろ
し
の
よ
う
な
煙
が
上
が
っ
た
。
Ｃ
57
の
出
発
で
あ
る
。



羊
蹄
山
の
ふ
も
と
Ｓ
Ｌ
が
行
く　
北
海
道　
函
館
本
線　
小
沢
～
倶
知
安

冬
で
あ
っ
て
も
太
陽
が
カ
ン
カ
ン
と
照
り
つ
け
る
中
で
の
撮
影
は
汗
が
水
の
よ
う
に
出
て
つ
ら
い
。

羊
蹄
山
バ
ッ
ク
に
走
る
Ｄ
51
に
と
っ
て
も
つ
ら
い
仕
事
で
あ
ろ
う
。



雪
の
峠
道

北
海
道　
留
萌
本
線　
恵
比
島
～
峠
下

降
り
し
き
る
雪
を
つ
い
て
Ｄ
61
が
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
。
き
び
し
さ
残
る
冬
の
峠
道
。



Ｃ
11
の
正
月

九
州　
日
南
線　
伊
比
井
～
北
郷

日
南
地
方
に
も
正
月
が
来
た
。

正
月
が
来
た
と
ば
か
り
に
Ｃ
11
の
汽
笛
が
鳴
い
た
よ
う
だ
っ
た
。



ワ
ラ
ブ
キ
屋
根

東
北　
会
津
線　
湯
野
上
～
弥
五
島

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
ワ
ラ
ブ
キ
屋
根
の
家
。

Ｃ
11
も
ひ
っ
そ
り
と
走
っ
た
。



冬
の
海
岸
線

北
海
道　
羽
幌
線　
力
昼
～
小
丹
別

山
間
の
中
に
海
が
見
え
て
い
た
。
ガ
ン
バ
ッ
テ
走
る
Ｓ
Ｌ
の
姿
も
見
え
た
。



大
雪
原

北
海
道　
深
名
線　
天
塩
弥
生
～
北
母
子
里

ク
リ
ス
マ
ス
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
木
々
が
た
く
さ
ん
点
在
し
て
い
た
。

峠
を
越
え
て
来
た
９
６
０
０
は
転
が
る
よ
う
に
走
っ
て
ゆ
く
。



硫
黄
山
と
Ｓ
Ｌ

北
海
道　
釧
網
本
線　
川
湯
～
緑

荒
れ
た
岩
は
だ
を
見
せ
る
硫
黄
山
の
ふ
も
と
に
Ｃ
58
が
駅
を
あ
と
に
峠
を
目
指
す
。



客
車
列
車

九
州　
日
豊
本
線　
山
之
口
～
楠
ヶ
岡(

信)

稲
刈
り
を
済
ま
せ
た
鉄
橋
の
上
を
Ｃ
57
の
引
く
客
車
が
日
の
光
を
サ
ン
サ
ン
と
浴
び
て
走
っ
て
行
く
。



塩
狩
峠

北
海
道　
宗
谷
本
線　
蘭
留
～
塩
狩

木
々
に
積
も
っ
た
雪
が
な
ん
と
も
言
え
ず
撮
る
。

数
少
な
い
客
車
列
車
を
写
す
一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た



雪
の
降
る
鉄
路

東
北　
只
見
線　
滝
谷
駅
に
て

雪
の
降
り
し
き
る
滝
谷
駅
発
車
。
そ
の
名
は
シ
ー
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
。



驀
進

北
海
道　
室
蘭
本
線　
栗
岡
～
栗
山

こ
の
区
間
は
と
て
も
列
車
本
数
が
多
い
所
で
フ
ィ
ル
ム
一
本
軽
く
使
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
。

雪
が
降
り
し
き
っ
て
い
た
の
で
煙
の
出
具
合
も
一
段
と
よ
か
っ
た
。



湿
地
帯

北
海
道　
釧
網
本
線　
畑
岡
～
遠
矢

Ｃ
58
の
引
く
混
合
列
車
が
釧
路
湿
原
を
走
っ
て
ゆ
く
。



会
津
雪
景
色

東
北　
会
津
線　
桑
原
～
湯
野
上

画
に
描
い
た
よ
う
な
寸
景
に
Ｃ
11
が
飛
び
出
て
き
て
は
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。



常
紋
峠

北
海
道　
石
北
本
線　
金
華
～
常
紋(

信
）

春
の
訪
れ
を
待
つ
北
海
道
Ｄ
51
は
驀
進
を
続
け
る
。



降
り
し
き
る
雪

東
北　
只
見
線　
滝
谷
駅
に
て

空
が
灰
色
に
な
っ
た
か
と
思
う
と
一
瞬
の
う
ち
に
雪
が
降
っ
て
来
た
。



朝
に
輝
く

北
海
道　
根
室
本
線　
厚
岸
～
糸
魚
沢

朝
日
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
Ｃ
58
が
海
辺
に
影
を
落
と
し
て
走
っ
て
ゆ
く
。



山
間
部

関
西　
信
楽
線　
貴
生
川
～
雲
井

短
い
編
成
で
は
あ
っ
た
が32

％
の
勾
配
の
前
に
は
息
も
途
切
れ
が
ち
だ
っ
た
。



新
線
を
走
る
Ｄ
51

北
海
道　
函
館
本
線　
七
飯
～
渡
島
大
野

ふ
だ
ん
か
ら
見
な
れ
た
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
ゆ
く
の
で
見
向
き
も
し
な
い
子
供
が
い
た
。

Ｄ
51
も
よ
そ
を
見
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。



渓
谷
を
行
く

九
州　
高
森
線　
立
野
～
長
陽

阿
蘇
の
ふ
も
と
南
郷
谷
を
渡
る
Ｃ
12　

吐
く
息
も
白
く
、
川
の
流
れ
も
静
か
に
！



峠
の
朝

九
州　
日
豊
本
線　
青
井
岳
～
楠
ヶ
丘(

信)

朝
の
日
射
し
を
一
杯
に
浴
び
て
走
る
Ｃ
57
こ
の
先
ト
ン
ネ
ル
が
い
く
つ
も
待
っ
て
い
る
。



峠
越
え

台
湾　
縦
貫
線　
豊
富
～
苗
栗

25
％
の
勾
配
に
補
機
の
力
を
借
り
て
峠
を
越
え
て
ゆ
く



深
夜
の
機
関
区

北
海
道　
名
寄
機
関
区

宗
谷
本
線
の
一
仕
業
を
終
え
て
一
人
に
な
っ
た
Ｄ
51



幾度となく、ひまが許す限り、日本の角々
迄出かけて行っては、無我無中でシャッター
を切って来たＳＬの走る道、鉄路。
三脚にカメラを３台も４台も乗せて構図を

決め、やって来るＳＬがカメラのフレームに
入いると、緊張した面持ちでレリーズのボタ
ンを押した日々。
それが終ると、仕事の待っている職場へ

戻って行く。また出かける。写真を撮るこの
単純な繰り返しの生活が、６年近く続いた。
そのために途中で無理をしたため、病気 (食
事３回の所を１回に減らしてフィルム代に回
した事が原因で )になった事もあったが、と
にかくよく行った。
私の住んでいた大宮は、時間的・地理的

に北へ行くにも、南に行くのにも、とても都
合よかった。そのせいか、６年の間に九州の
地をふんだのが74回、北海道へ54回、ま
してや中国地方にある伯備線へは、通算して
12回も行った事があった。
写真的な技術が無知な私にとって、人様の

前に出して見せる様な写真は１枚もないので

あるが………。
ここに出版の運びとなった大それた原因の

背景には、自分なりに努力、工夫をして来た
という自負があるからに過ぎない。
写真を撮り終えて帰途に着く列車の中で

は、たえず次の撮影目的地の列車運行状態や、
撮影場所などを、いろいろなガイドや時刻表
で調べたりした。
やって来るＳＬのシャッターチャンスをつ

かむために近くの線路へ行き、国電にフィル
ムのはいっていないカメラを向けては、無邪
気な顔をしてシャッターを押したりした事も
あった。だから1日に 1列車しかこない線
区でじっと待ち、SLが来た時無性の喜ぴを
感じるのである。だが、長い歳月の中には失
敗も多い。例えば、フィルムを巻き忘れたカ
メラのシャッターが切れず、茫然と立ちつく
していた事もあった。
回想するにつけて思い出も尽きないが、い

ろいろな思い出の写真を乗せたＳＬの本を出
す計画をしたのは、今から３年ぐらい前で
あった。だが、ＳＬ撮影に行きながらの写真

集出版となると、もっといい写真を撮って来
たら本に乗せようと思いつつも、とうとうＳ
Ｌ牽引最後の列車が、室蘭本線に走ってし
まったのである。
それから企画・編集・プリントを行なった

訳であるが、この中でやはり数多いネガ (約
１万枚 )の中から、どれを載せるか選択に手
間どってしまい、とうとう時期はずれの出版
になってしまった。
しかし、ＳＬを心の底からこよなく愛し、

人間の作った機械の中で最も人間らしいＳＬ
を大好きな私にとって、この写真集を見てく
れた人々に、多少なりとも賛同を得られた事
と理解し、心の底から感謝申し上げると共に、
この写真集を大事に保存してくださるよう、
切にお願い申し上げます。
最後に、影になり、日なたになりして協力

して下さった吉田克実氏、林繁伸氏、田中悦
夫氏には、心から感謝いたす次第であります。

1976 年 12 月 25日

あとがき
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